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定例会
2月
定例会

﹇
市
長
提
出
議
案
﹈

　
令
和
７
年
度
の
予
算
額
は
、４
０
０
億
９
０
０
０
万
円
で
令
和
６
年

度
予
算
と
比
較
す
る
と
０・７
％
の
増
額
と
な
り
ま
す
。

〈
主
な
新
規
・
拡
充
事
業
〉

●
ふ
く
ろ
い
セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
構
想
の
推
進

 

・
・
・
・
・
４
億
８
８
９
０
万
円

　
袋
井
駅
周
辺
地
区
の
都
市
拠
点
と
し
て
の
機
能
強
化
を
図
り
、市

全
体
の
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
、「
に
ぎ
わ
い

と
う
る
お
い
の
あ
る
健
康
的
な
都
市
空
間
の
創
出
」と「
秋
田
川
流
域

の
治
水
安
全
度
の
向
上
」を
推
進
し
ま
す
。

●
「
考
え
る
力
」
を
育
成
す
る
た
め
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
効
果
的
な
活
用

　
 

・
・
・
・
・
２
億
４
２
３
８
万
円

　
各
学
校
に
お
い
て
、子
ど
も
た
ち
の「
考
え
る
力
」の
育
成
に
向
け
、

１
人
１
台
学
習
用
端
末
を
は
じ
め
と
し
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
効
果
的
に

活
用
し
な
が
ら
、「
袋
井
型
授
業
づ
く
り
」を
進
め
ま
す
。

●
海
の
に
ぎ
わ
い
創
出
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
 
・
・
・
１
億
７
５
３
４
万
円

　
令
和
７
年
度
は
海
辺
の
駐
車
場
や
展
望
デ
ッ
キ
な
ど
を
整
備
し

ま
す
。

　
市
議
会
は
、
２
月
定
例
会
を
２
月
17
日
か
ら
３
月
21
日
ま
で
の
33
日
間
の
会
期
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
今
定
例
会
で
は
、
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
令
和
７
年
度
一
般
会
計
・
特
別
会
計
・
企
業
会
計
予
算

を
は
じ
め
、
令
和
６
年
度
一
般
会
計
・
特
別
会
計
・
企
業
会
計
補
正
予
算
・
副
市
長
の
選
任
な
ど
42

議
案
、
議
員
か
ら
提
出
さ
れ
た
袋
井
市
議
会
議
員
政
治
倫
理
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
ほ
か
２
件
の
３
議

案
が
上
程
さ
れ
、
採
決
の
結
果
、
原
案
ど
お
り
可
決
・
同
意
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
市
政
に
対
す
る
一
般
質
問
で
は
、
13
人
の
議
員
が
市
長
・
教
育
長
の
見
解
を
た
だ
し
ま
し
た
。

●
こ
ど
も
交
流
館
「
あ
そ
び
の
杜
」
整
備

 

・
・
・
・
・
９
３
１
３
万
円

　
あ
そ
び
の
杜
整
備
に
向
け
た
設
計
業
務
を
行
う
ほ
か
、施
設
の

管
理
運
営
方
法
や
運
営
条
件
、利
用
料
金
な
ど
運
営
に
関
わ
る
詳

細
に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。

●
活
力
み
な
ぎ
る
産
業
の
担
い
手
育
成
 ・
・
・
・
・
２
１
３
０
万
円

　
袋
井
駅
周
辺
の
市
街
地
に
、若
者
や
女
性
な
ど
の
創
業
希
望
者

や
市
内
事
業
者
ら
が
、集
い
・
交
流
し
、連
携
す
る
場
を
創
出
し
、産

業
施
策
を
総
合
的
か
つ
一
体
的
に
展
開
す
る
こ
と
で
、チ
ャ
レ
ン
ジ

を
応
援
し
ま
す
。

　
国
民
健
康
保
険
を
は
じ
め
と
す
る
５
特
別
会
計
予
算
総
額
は
、

１
５
５
億
７
６
７
０
万
円
で
、前
年
度
と
比
較
す
る
と
１
・
４
％
の
減

額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
水
道
事
業
会
計
予
算
は
28
億
８
６
０
０
万
円
で
、前
年
度
当
初
予

算
と
比
較
す
る
と
２
・
９
％
の
増
額
、下
水
道
事
業
会
計
予
算
は
35

億
３
０
０
０
万
円
で
、前
年
度
当
初
予
算
と
比
較
す
る
と
11
・
３
％

の
減
額
、病
院
事
業
会
計
予
算
は
20
億
８
７
０
０
万
円
で
、前
年
度

当
初
予
算
と
比
較
す
る
と
５・９
％
の
増
額
と
な
り
ま
す
。

●
こ
ど
も
交
流
館
「
あ
そ
び
の
杜
」
整
備

 

・
・
・
・
・
９
３
１
３
万
円

　
あ
そ
び
の
杜
整
備
に
向
け
た
設
計
業
務
を
行
う
ほ
か
、施
設
の

管
理
運
営
方
法
や
運
営
条
件
、利
用
料
金
な
ど
運
営
に
関
わ
る
詳

細
に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。

●
活
力
み
な
ぎ
る
産
業
の
担
い
手
育
成
 ・
・
・
・
・
２
１
３
０
万
円

　
袋
井
駅
周
辺
の
市
街
地
に
、若
者
や
女
性
な
ど
の
創
業
希
望
者

や
市
内
事
業
者
ら
が
、集
い
・
交
流
し
、連
携
す
る
場
を
創
出
し
、産

業
施
策
を
総
合
的
か
つ
一
体
的
に
展
開
す
る
こ
と
で
、チ
ャ
レ
ン
ジ

を
応
援
し
ま
す
。

　
国
民
健
康
保
険
を
は
じ
め
と
す
る
５
特
別
会
計
予
算
総
額
は
、

１
５
５
億
７
６
７
０
万
円
で
、前
年
度
と
比
較
す
る
と
１
・
４
％
の
減

額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
水
道
事
業
会
計
予
算
は
28
億
８
６
０
０
万
円
で
、前
年
度
当
初
予

算
と
比
較
す
る
と
２
・
９
％
の
増
額
、下
水
道
事
業
会
計
予
算
は
35

億
３
０
０
０
万
円
で
、前
年
度
当
初
予
算
と
比
較
す
る
と
11
・
３
％

の
減
額
、病
院
事
業
会
計
予
算
は
20
億
８
７
０
０
万
円
で
、前
年
度

当
初
予
算
と
比
較
す
る
と
５・９
％
の
増
額
と
な
り
ま
す
。

◎
議
決
し
た
主
な
議
案

令
和
７
年
度
一
般
会
計
予
算

令
和
７
年
度
特
別
会
計
予
算

令
和
７
年
度
企
業
会
計
予
算

こども交流館「あそびの杜」施設整備イメージ図

　
今
回
の
補
正
予
算
は
、主
に
次
に
掲
げ
る
事
業
の
た
め

に
、１
億
７
０
０
万
円
を
減
額
し
ま
し
た
。こ
れ
に
よ
り
、

補
正
後
の
一
般
会
計
予
算
総
額
は
４
２
２
億
４
６
０
０
万

円
と
な
り
ま
し
た
。

〈
第
８
号
〉
（
主
な
も
の
）

●
低
所
得
世
帯
支
援
給
付
金
給
付
事
業

 

・
・
・
・
・
２
億
２
９
０
０
万
円

　
国
の
低
所
得
世
帯
支
援
給
付
金
給
付
事
業
の
追
加
に

よ
る
も
の
で
す
。

●
ふ
る
さ
と
納
税
事
業
 ・
・
・
・
・
１
億
７
５
０
０
万
円

　
ふ
る
さ
と
納
税
の
増
額
に
伴
う
返
礼
品
等
の
追
加
に

伴
う
も
の
で
す
。

〈
第
９
号
〉
（
主
な
も
の
）

●
そ
の
他
（
事
業
費
の
確
定
に
伴
う
も
の
な
ど
）

 

・
・
・
・
・
▲
２
億
２
３
３
万
円

〈
第
10
号
〉

●
損
害
賠
償
金
 

・
・
・
・
・
２
５
０
０
万
円

　
介
護
サ
ー
ビ
ス
提
供
体
制
整
備
促
進
事
業
費
補
助
金

の
一
部
不
交
付
に
よ
る
賠
償
金
の
追
加
に
伴
う
も
の
で
す
。

●
袋
井
市
長
等
の
給
料
の
減
額
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に

　
つ
い
て

　
袋
井
市
介
護
サ
ー
ビ
ス
提
供
体
制
整
備
促
進
事
業
費

補
助
金
を
事
業
者
が
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
一
連
の
経
過

を
踏
ま
え
て
、市
に
損
害
を
与
え
、市
の
信
用
と
市
民
の

信
頼
を
損
ね
た
こ
と
に
関
し
、市
長
及
び
副
市
長
の
責

任
を
明
確
に
す
る
た
め
、給
料
の
減
額（
令
和
７
年
３
月

分
給
料
の
１
０
０
分
の
10
）に
関
す
る
必
要
な
条
例
を
新

た
に
制
定
す
る
も
の
で
す
。

条
例
の
制
定（
主
な
も
の
）

令
和
６
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

●
袋
井
市
消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
非
常
勤
消
防
団
員
や
消
防
作
業
に
従
事
し
た
者
な
ど

に
対
す
る
損
害
補
償
の
額
や
内
容
な
ど
は
、非
常
勤
消
防

団
員
等
に
係
る
損
害
補
償
の
基
準
を
定
め
る
政
令
に
お
い

て
定
め
ら
れ
て
お
り
、所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

　
青
木
郁
副
市
長
の
辞
職
に
伴
う
新
た
な
副
市
長
の
選

任
に
つ
い
て
原
案
の
と
お
り
同
意
し
ま
し
た
。

　
任
期
は
、令
和
７
年
４
月
１
日
か
ら
４
年
間
で
す
。

●
副
市
長
　
石
田
　
理（
い
し
だ
　
お
さ
む
）

　
　
前
静
岡
県
危
機
管
理
部

　
　
危
機
政
策
課
危
機
専
門
官

●
人
権
擁
護
委
員

　
令
和
７
年
６
月
30
日
を
も
っ
て
任
期
満
了
と
な
る
委
員

に
つ
い
て
、市
長
が
推
薦
す
る
次
期
の
候
補
者
に
つ
い
て

原
案
の
と
お
り
同
意
し
ま
し
た
。

　
任
期
は
、令
和
７
年
７
月
１
日
か
ら
３
年
間
で
す
。

　
・
鈴
木
　
孝
子（
松
原
）再
任

　
・
有
海
　
佳
子（
西
田
）新
任

　
・
平
岡
　
敎
司（
豊
住
）新
任

●
第
３
次
袋
井
市
総
合
計
画
基
本
構
想
に
つ
い
て

　
こ
の
基
本
構
想
は
、令
和
８
年
度
か
ら
17
年
度
ま
で
10
年

間
の
ま
ち
づ
く
り
の
長
期
的
な
指
針
で
す
。袋
井
市
が
目
指

す
ま
ち
の
将
来
像
を「
に
ぎ
わ
い 

ず
っ
と
続
く
ま
ち 
ふ
く

ろ
い
」と
掲
げ
、「
誰
も
が
笑
顔
で 

自
分
ら
し
く
輝
け
る
ま

そ
の
他

人
事（
敬
称
略
）

条
例
の
一
部
改
正（
主
な
も
の
）

新
年
度
会
計
予
算
は

い
ず
れ
も
可
決

ち
の
実
現
」「
住
み
続
け
た
い
と
思
え
る 

魅
力
あ
ふ
れ
る
ま

ち
の
実
現
」「
多
彩
な
つ
な
が
り
で 

支
え
合
い
を
実
感
で
き

る
ま
ち
の
実
現
」の
三
つ
の
基
本
目
標
を
定
め
る
も
の
で
す
。

﹇
議
員
提
出
議
案
﹈

　
政
治
倫
理
意
識
の
確
立
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
ま

す
。
詳
細
は
11
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
令
和
７
年
度
の
行
政
組
織
機
構
が
決
定
さ
れ
、
新
た

に
「
こ
ど
も
若
者
家
庭
セ
ン
タ
ー
」
が
加
わ
る
こ
と
か

ら
、
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

　
市
議
会
は
次
の
意
見
書
を
国
に
提
出
す
る
議
案
を
全

会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

●
公
立
の
義
務
教
育
諸
学
校
の
適
正
な
教
員
数
の
維
持
・

　
確
保
を
求
め
る
意
見
書

　
公
立
の
義
務
教
育
諸
学
校
の
適
正
教
員
数
を
維
持
・

確
保
し
て
い
く
た
め
、
次
の
事
項
に
取
り
組
む
よ
う
強

く
要
望
す
る
。

⑴
　
業
務
内
容
の
見
直
し
や
校
務
の
Ｄ
Ｘ
等
に
よ
る
業

務
効
率
化
を
進
め
る
な
ど
、
さ
ら
な
る
働
き
方
改
革

の
推
進
を
強
力
に
支
援
す
る
こ
と
。

⑵
　
教
職
調
整
額
を
直
ち
に
現
行
の
４
％
か
ら
10
％
に

引
き
上
げ
る
と
と
も
に
、
時
間
外
勤
務
を
抑
制
す
る

た
め
の
法
整
備
を
進
め
る
こ
と
。

〈
提
出
先
〉

衆
議
院
議
長
、
参
議
院
議
長
、
内
閣
総
理
大
臣
、
文
部

科
学
大
臣

袋
井
市
議
会
議
員
政
治
倫
理
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

袋
井
市
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

国
に
対
す
る
意
見
書（
要
旨
）

Pickup
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